
 

 

 

                             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新しい一歩 名古屋市立吉根中学校 
第１学年 学年通信 
第 8 号 令和５年 10 月 25 日 

保護者の皆様へ 
① 11 月 7 日(火)の合唱コンクールへ向けて、生徒たちは一生懸命練習しております。お時間

の都合が付きましたら、ぜひご観覧ください。当日は学年ごとに発表時間が異なり、それに
あわせて保護者の方の入れ替えも行います。ご協力よろしくお願いします。 

② 11 月 29 日(水)に総合的な学習の時間で減災学習『避難所設営体験』を実施します。当日
は災害発生時を想定し、吉根中学校体育館を避難所に見立て、終日避難所設営の体験学習を
行います。昼食は災害時の炊飯練習として非常食カレーと米飯を食べることになります。 

③ 暑さ対策のために認めていた体操服、ジャージ登校期間は、10 月 30 日をもって終了しま

す。10 月 31 日(火)からは制服登校になります。なお、合唱コンクール当日や学年リハーサル

は冬服（男子は黒色の学生服、女子は紺色ジャケット）で行います。ご準備ください。 

④ 先日配付させていただいた案内のとおり、個人懇談会を実施いたします。日時希望連絡票

の提出締切は１１月２日（木）となっております。よろしくお願いいたします。 

☆10 月のいいところ☆ 
① 体育大会で声を枯らすほどクラスを応援していた。 
② あいさつ運動に参加し、朝から元気なあいさつが飛び交っていた。 
③ テスト前の学習会に多くの生徒が参加するようになった。 
④ 合唱コンクールに向けて、クラスのリーダー会メンバーが活躍していた。 

実りの秋 
 読書の秋、スポーツの秋、芸術の秋、食欲の秋・・・。秋というと様々な言葉が思い浮かびます
が、皆さんはどんな『秋』を楽しんでいますか？どれもとても魅力的な『秋』ですが、1 年生の皆
さんには、ぜひ『実りの秋』を実感してほしいと思います。『秋』という季節は、春に出た芽がぐ
んぐん栄養を吸収し、すくすく成⻑して夏に花を咲かせ、ようやく実を付ける季節です。 
 入学してから半年以上が過ぎ、様々なところに自分の居場所ができたと思います。それはクラ
スの中や部活動、委員会・係活動や友達関係など人によって様々です。初めは知らない人が多か
ったクラスの仲間も、今では一緒に汗を流して⻑縄を跳んだ思い出を共有する仲間です。そして、
そんな仲間たちとともに過ごすことでたくさんの栄養を吸収してきたはずです。あなたは、そん
な仲間と、この秋にどんな実を実らせますか？ 
 11 月 7 日(火)には合唱コンクールがあります。小学校にはなかった行事です。しかも、コロナ
禍を過ごした皆さんにとっては、大きな声を出して歌うこと自体、不慣れなことかもしれません。
それでも、合唱コンクールでしか味わえない『美味しい実』があります。それをぜひ皆さんにも
実らせ、味わってほしいと思っています。賞に輝くことが全てではありません。賞を目指しなが
ら、一歩ずつクラスごとに違う美味しい響きをつくり出し、それを味わってください。一人では
つくりだせない、豊かな味わいがあるはずです。そして、今年の 1 年生にしかつくりだせない『学
年の実(味)』も響かせましょう。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【1 組】体育大会を通して、前を向く力や人のために頑張ろうとする人たちの大切さが理解
できた。係をやった時、先生から言ってもらった｢ありがとう｣も、自分が人のために動いた
行動の結果だなとうれしくなった。体育大会はもちろん勝つことも大切だけど、何より校⻑
先生が言っていた｢Let’s enjoy｣＝｢楽しもう。学年を越えて楽しもう｣という気持ちは、ど
の年になっても忘れないでいたいと思った。 
 
【2 組】最後の競技の大縄跳びで、私は｢このクラスでよかった｣と思いました。練習よりも、
いい回数が跳べなかったのは、残念だったけど、みんなと一緒に力を合わせて、心を一つに
して跳んだらとても楽しかったし、負けちゃったけど、なんかうれしくて感動しました。い
ろんな人が｢がんばれー｣｢ファイト｣と言っていて、私も頑張って応援しようと思えたり、応
援されているからこそ、精一杯頑張ってやらないとと思えました。みんな頑張っていて、雰
囲気がとてもよかったと思いました。初めての体育大会が、2 組のメンバーで本当にうれし
かったです。 
 
【3 組】今日の体育大会を通して思ったことは、皆との交流や、頑張ると思う気持ちが大切
ということです。一生懸命に走ったり、大縄で跳んだりして失敗しても、｢頑張った!｣と思え
れば悔しくても心を燃やせるからです。体育大会が大詰めとなったところで、ぼくは少しさ
みしく思いました。理由は終わったら 10 月に入ってしまうからです。10 月が嫌いというわ
けではなく、時間が過ぎるのが早いと思ってしまうからです。体育大会では力を振り絞って
できたのでかなり満足しました。来年もまた皆と楽しんで頑張りたいです。 
 
【4 組】私は、選手決めをする時、一番やりたかった障害物リレーを諦め、女子 400m リレ
ーの選手になりました。そして、一番やりたくなかった第 1 走者になりました。正直不満と
不安しかありませんでした。今年の体育大会は心から楽しめるだろうか？そう思いながら練
習していました。しかし、体育大会当日を迎えたら、そんな気持ちはなくなっていました。
みんなが真剣に競技に参加しているのを目の当たりにしたからです。そして不思議とやる気
が湧き上がってきたのです。リレーが終わり、自分のクラスへ戻ると、「おつかれさま」と温
かい声をたくさんかけてもらい、みんなのおかげであんなに嫌だったリレーを誇らしく思う
ことができました。私は体育大会を通して、我慢強くなれたと思います。そして、どんなに
嫌なことがあっても、やり遂げる力も付いたと思います。しかし、私がこうやって成⻑でき
たのも、温かい声をかけてくれた 4 組のおかげです。そして、体育大会で深めた絆を生かし、
合唱コンクールでも温かい声を掛け合って、みんなで成⻑していくと思います。 
 

【5 組】大縄跳びは、初めて全員で跳ぶと聞いた時、僕は「絶対跳べないだろ」と思いまし
た。ですが、初めて練習があった時に 5 回も跳ぶことができ、僕は「案外いけるかも」と思
いました。そこから体育の時間や体育大会の学年練習の時間で練習し、徐々に跳べる回数も
増えていき、放課での話題としても出てくるようになりました。体育大会リハーサルでは、
25 回も跳べて、学校内 1 位になることができました。とてもよい調子で本番を迎えること
ができましたが、本番では 14 回で 3 位となってしまいました。ですが、クラスの団結力や
結束力が上がり、クラス全体が成⻑したと思いました。競技を安全に進めてくださったり、
体育大会準備をしてくれた委員会生徒・係生徒や、開会式・閉会式を進めていただいた先生
方に感謝をし、この体育大会で成⻑したクラスの団結力や作戦を立てる力を、これからある
学年行事や合唱コンクールなどに生かしていきたいです。 
 
【6 組】今回の体育大会で、自分自⾝も成⻑したし、クラスのみんなも一緒に成⻑できたと
思います。クラス対抗の大縄跳びでは、クラスのみんなが一つになってできたと思います。
一番最初の練習では、みんなの息が合わず、0 回という記録が続いていました。でも、練習
を重ねるうちに、息が合ってきて、記録がどんどん増えていきました。そして、本番では、
最高記録が出ました。6 組のみんなは本当に成⻑したなと思いました。 
 
【7 組】こんなに楽しく体育大会ができたのは、まず最初に選手決めでみんながやりたい種
目に積極的に手を挙げて、それをみんなが責任をもって一生懸命練習したからだ。本番の大
縄では円陣を組んでみんなが一つになって 9 回も跳ぶことができた。何より、順位に関係な
く、競技をやって帰ってきた子にみんなが拍手をしたり｢よかったよ｣などの言葉をかけたり
していて、みんなの団結力がすごくあったのがわかる場面があり、このみんなの頑張りがあ
ったからすごく楽しい体育大会にできたと思う。この経験を生かして、これからまたある体
育大会や初めての合唱コンクールでもっといい結果やもっと楽しくなるようにしたいし、行
事や学校生活を楽しく、クラスをよりよく助け合う支え合うクラス「なかよく、がんばる、
やさしい」クラス「ながや」にできるようにしたい。 

「体育大会を終えて」生徒作文 

体育大会 結果 

 5 組 

 6 組  3 組 


